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高齢者実態調査の

　　結果をお知らせします

調査対象者・調査方法
　この調査の種類および対象者は次のとおりです。

　なお、各調査とも調査期間は、平成22年11月26日から12月13日までで、調査票を郵送配布・回収により実

施しました。

　町では現在、高齢者が住み慣れた地域で安心して生活できる社会を築くため、「毛呂山町高齢者総合計画

（高齢者福祉計画・介護保険事業計画）」を策定し、事業の推進を図っています。

　介護保険事業は、平成12年に開始されてから10年が経過し、高齢者の自立支援を基本理念として、介護

サービスの提供をするとともに、介護予防、健康づくりなどにも努めています。

　この調査は、高齢者の健康に関する状況や介護保険制度・高齢者保健福祉施策に対する意見・要望などを

把握し、施策の改善や充実を図るとともに、第５期高齢者総合計画（平成24年度～平成26年度）に反映さ

せるための基礎資料を得ることを目的に昨年11月下旬から12月中旬にかけて実施しました。

　調査結果の概要についてお知らせします。

調査名 対象者 対象人数

①日常生活圏
域ニーズ調査

町内在住で、平成22年10月末日現在、65歳以上のうち、要支援・要介護認定
をされていない人から等間隔無作為に抽出した1,500人および要支援1・2なら
びに要介護1・2に認定されている人（施設入所者を除く）全員

2,069人

②居宅要介護
者調査

町内在住で、平成22年10月末日現在、要介護3～5に認定されている人（施設
入所者を除く）全員

203人

③ ケ ア マ ネ
ジャー調査

毛呂山町の介護保険事業に携わっている居宅介護支援事業所のケアマネジャー全
員

47事業所

※ケアマネジャー調査は、事業者に対して調査票を複数部ずつ配布して実施しました。

【調査対象者】

回収結果
　各調査の有効回収数は、次のとおりでした。

【調査票回収結果】
調査名 対象者 有効回収数 有効回収率

①日常生活圏域ニーズ調査 2,069人 1,657人 80.1%

②居宅要介護者調査 203人 165人 81.3%

③ケアマネジャー調査 － 77人 －

※ケアマネジャー調査は、事業所に対して調査票を複数部ずつ配布しているため、対象者数は確定できません。

世帯の状況
　日常生活圏域ニーズ調査では、「ひとり暮らし」と「配偶者との二人暮らし」の割合が高く、45.2パーセント

と高い傾向になっています。

日常生活圏域調査：回答者数1,657人
ひとり暮らし
13.0%

配偶者との
二人暮らし
32.2%

配偶者以外と
の二人暮らし
8.4%

その他
同居世帯
40.6%

その他

無回答

2.7%

3.1%

居宅要介護者：回答者数165人
ひとり暮らし

夫婦のみの
世帯

夫婦以外の
高齢者のみ
の世帯

子どもと
同居の世帯

その他の
同居世帯

無回答
7.3%

24.8%

0.0%

63.6%

2.4%

1.9%

日常生活圏域調査 日常生活圏域調査
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介護・介助の必要性
「あなたは、普段の生活でどなたかの介護・介助が必要
ですか？」
　介護・介助の必要性については、「何らかの介護・介

助は必要だが、現在は受けていない」が11.8パーセン

ト、「現在、何らかの介護を受けている」が21.4パー

セントであり、これらを合わせると33.2パーセントが

『必要である』と回答しています。

介護・介助の必要性：回答者数1,657人

介護・介助は
必要ない
56.3%

何らかの介護・
介助は必要だ
が、現在は受け
ていない

現在、何らか
の介護を受
けている

無回答

21.4%

10.5%

要介護（介助）の原因
「介護・介助を受けている方にうかがいます。
介護・介助が必要になった主な原因は何です
か。（複数回答可）」
　介護・介助の必要性について「現在、何ら

かの介護を受けている」と回答した人に対し、

要介護（介助）の原因について聞いたところ、

「高齢による衰弱」が28.2パーセントで最

も多く、次いで「脳卒中」が24.5パーセン

トで続いています。

日常生活圏域調査

28.2%

21.7%
24.5%

13.8%
10.1%
9.6%
8.7%
8.5%

6.5%
5.4%
5.1%

2.8%
10.4%

0.6%
4.8% 日常生活圏域調査

要介護（介助）の原因：回答者数355人

近所の支え合いの状況
「あなたがお住まいの地域では、ひとり暮らし高齢者の
見守りなどのご近所の支え合いは、どの程度行われてい
ますか。」
　近所の支え合いの状況については、「よく行われて

いる」が11.1パーセント、「どちらかといえば行われ

ている」が21.8パーセントであり、これらを合わせる

と32.9パーセントが『行われている』と回答していま

す。一方、「あまり行われていない」が31.5パーセン

ト、「まったく行われていない」が15.6パーセントで

あり、これらを合わせると47.1パーセントが『行われ

ていない』と回答しています。

近所の支え合いの状況：回答者数1,657人

よく行われている
11.1%

あまり行わ
れていない
31.5%

まったく行わ
れていない

無回答

15.6%

20.0%

日常生活圏域調査

介護するうえで困っていること
「介護するうえで困っていることはあります
か。[あてはまるものにすべて○]」
　主な介護者が『いる』と回答した149人

に対し介護するうえで困っていることについ

て聞いたところ、「精神的負担が大きい」

が52.3パーセントで最も多く、次いで「自

分の時間が持てない」が40.3パーセント、

「身体的負担が大きい」が39.6パーセント

で続いています。 居宅要介護者調査

この調査結果は、平成23年度に行う高齢者総合計画策定の貴重な資料として活用されます。

詳しい実態調査結果については、高齢者支援課までお問い合わせください。

問合せ　役場高齢者支援課高齢者福祉係  ｔ（295）2112内線118

どちらかといえ
ば行われている

21.8%

52.3％

6.0％

2.0％
6.0％

8.7％
20.8％

39.6％
40.3％

12.8％
12.8％

介護するうえで困っていること：回答者数149人

11.8%

高齢による衰弱
脳卒中

骨折・転倒
認知症

関節の病気
心臓病

視覚・聴覚障害
糖尿病
がん

呼吸器の病気
脊
せきついそんしょう

椎損傷
パーキンソン病

その他
不明

無回答

精神的負担が大きい

自分の時間が持てない

身体的負担が大きい

買い物や通院などの外出ができない

本人がサービスを受けたがらない

介護の方法がわからない

家族の理解や協力が足りない

その他

特にない

無回答
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